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　今年で第 30 回目となるヨーロッパ老年歯科医学会学術
大会が，2020 年10月 9，10日に開催されました（Prof. 
Anastasia Kossioni大会長/ギリシャ・アテネ大学主催）。
今年は COVID-19 パンデミックの影響で開催自体が危ぶ
まれましたが，苦境を逆手に世界各国の著名な先生方を
招聘したバーチャル開催とし，“Healthy Smiles, Longer 
Lives”というテーマのもと世界 37 カ国から約 400 名の
参加者が集いました。
　日本からの招待講演は池邉一典教授（阪大）による
「Influence of lack of occlusion on cognitive decline 
among old Japanese」と，猪越正直助教（医科歯科大）
による「Material research regarding root caries in older 
adults」で，どちらも最前線が凝縮された内容で講演後
のライブディスカッションも大盛況でした。

　また，今年は【ECG/JSG Young Researchers’ Session】
という若手の先生方にスポットライトを当てたジョイント
企画があり，グローバルな参加者のなかで日本人の先生
方（Co-Chair：松尾浩一郎国際渉外委員長（藤田医大），
Speaker：鈴木啓之先生（医科歯科大），関本　愉先生（藤
田医大），室谷有紀先生（阪大））も大活躍でした（写真）。
　次 回 の ECG 
C o ng r e s s は
2021 年 4 月 9，
10 日に再びオン
ライン開催予定
です。皆様どうぞ
奮ってご参加くだ
さい！

編集後記 新年，明けましておめでとうございます。令和3
年初刊のニュースレターをお届けいたします。内容はWEB開催で
盛会裏に開催されました第31回大会の報告，本年6月にWEB開催
されます次回第32回大会案内など，新型コロナウイルスに負けな
い本会の活動を掲載しています。会員の皆様，本会活動への積極
的なご協力をいただけましたら幸いです。本年もどうぞよろしくお
願いいたします。 （糸田昌隆）
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第 32 回学術大会は本来，隔年で合同開催される第 32
回日本老年学会の分科会として，2 年前仙台で行われた
合同学会を受け，名古屋で開催する予定でした。しかし，
COVID-19 の拡大が続いているなか，2021 年 6 月の状
況予測が難しく，第 31回学術大会に引き続きWEB開催
となりました。しかし，WEB 開催の利点や改善点を踏ま
え，【WEBだけに，いつでも，「ど・こ・か・ら・で・も」，
そして WEB だけど，「一体感を，そしてインタラクティ
ブに」】を目指し工夫を凝らして参ります。プログラムは
人生 100 年時代に向けて山積した課題にアカデミア・臨
床家・多職種・行政等のワンチームで，「できること」，「や
らなければならないこと」，「できないこと」を整理して，
ロードマップの礎を築くことを目的にした７つのシンポ
ジウムと国際シンポジウムを予定しています。そのほか
に「食のアーティスト・宮沢賢治～本当の食べものを求
めて～」と題した特別講演，英国の老年歯科事情を知る
教 育 講 演「Gerodontology from the UK perspective
（仮）」などを企画しています。そして，「水口理事長とラ
ンチ＆しゃべり場-ON LINE」という企画も！
忘れてならない点がもう一つ。第 32 回の学術大会は

第 32 回日本老年学会総会の分科会としての機能があり
ます。高齢者に関する医療・ケア・基礎研究にかかわる面々
が一堂に会し，オンラインではありますが多職種・多分
野交流の場となり，参加される皆様にとって意義深い会
になるよう期待します。皆様，奮って第 32 回の学術大
会にご参加くださるようお願い申し上げます。 大会HPへのQRコード
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本紙に掲載されている本会オンライン事業の画像は，本会理事長が撮影を許可した広報委員会によるものです。本会オンライン事業に関するコンテンツの複製，その利用等は，
目的の如何および個人利用を問わず，本会理事長が許可した場合を除き一切禁止しております。

第32回学術大会
「人生100年時代に老年歯科医学ができること」のご案内

大会HPへのQRコード

30th Annual Congress of European College 
of Gerodontology参加報告

追悼 長尾正憲先生
　去る11月 24日，第 2代理事長の東京医科歯科大学名
誉教授 長尾正憲先生がご逝去されました。1991 年には
大会長として第 2 回学術大会を横浜にて開催されました。
先生の本会へのご貢献に感謝し，ご冥福をお祈りいたし
ます。（水口俊介）
（左）理事長在任時のお写真
（右）1997年6月，第8回日本老年歯科医学会にてペターソ
ン先生を囲んで。最前列左から稲葉　繁第3代理事長，久
保田康耶先生，長尾正憲第2代理事長，渡邉郁馬初代理事
長，長尾先生後方，山根源之第4代理事長

岐阜支部共催セミナー「岐阜県 多“食”種連携研究会」
日　時：2021年 4月11日（日）9:30～14:05（予定）
会　場：朝日大学

奈良支部主催セミナー
「高齢者の食支援と低栄養予防」研修会

日　時：2021年 6月6日（日）10:00～12:00（WEB開催）
★詳細は学会ホームページでご確認ください。

若手セッションの様子

長尾先生理事長在任時の学会の沿革

2020年
12月18日
理事会にて

支部セミナーのご案内
2021年もどうぞよろしくお願い申し上げます！

追悼 長尾正憲先生



【功労賞】
那須郁夫（北原学院歯科衛生専門学校校長）
深山治久（東京医科歯科大学名誉教授）

【老年歯科医学賞（渡邉郁馬賞）】
『認知症の人への歯科治療ガイドライン』
日本老年歯科医学会　編
研究開発代表者：平野浩彦（東京都健康長寿医療セン
ター歯科口腔外科部長・研究所研究部長）
他多数編集協力，医歯薬出版 2019.6

【優秀奨励論文賞（ライオンアワード）】
八田昂大（阪大院・有床義歯補綴学・高齢者歯科）

藤原　彩（岡山大学病院インプラント再生補綴）
【優秀課題口演賞】
八田昂大（阪大院・有床義歯補綴学・高齢者歯科）
若杉葉子（（医）悠翔会 悠翔会在宅クリニック）

【優秀ポスター賞】
松原ちあき（医科歯科大院・高齢者歯科）
渡邉仁史（横浜薬科大，原宿わたなべ歯科診療所）
森下志穂（東京都健康長寿医療センター研究所）

※各受賞者のコメントは，「老年歯科医学」35巻4号に掲載予定です。

大会長　水口俊介
（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野）

　第 31 回学術大会は新型コロナウイルスの影響で初め
てのWEBでの開催形式となりました。メインテーマは「健
康長寿を支える老年歯科の誇りと決意」で，講演はオン
デマンド方式で 2020 年 10 月 30 日（金）から 11 月 9
日（月）まで配信し，大会会期である2020年 11月 7日
（土）・8日（日）の2日間の日程で，ライブ方式で質疑応
答やディスカッションを行いました。また一般演題は
PDF形式としてWEB上で公開しました。
　また創立 30 周年記念式典はライブ方式で配信し，初

代理事長の渡邉郁馬名誉会員より学会の沿革についての
ご説明から，本学会の歩みを伝えました。
　おかげをもち，1,482 名もの本会会員の皆様に参加登
録をいただきました。閉会式が終わった後に大会長はも
ちろんのこと，参加されている皆様がなかなか WEB か
ら退出せずにお互いに笑顔で名残惜しそうに挨拶を交わ
しているのをみると，WEB での開催も蓋を開けてみると
実りの多い大会となったことが実感できました。

座長の田中先生（左）と講師の寺嶋先生（右）

オンラインによる支部長会の一場面

水口大会長による開会の挨拶および理事長講演の様子

シンポジウム中の様子

決意表明 記念シンポジウム 閉会式にて32回大会のご案内

各受賞者の表彰状
および楯

30周年記念式典の様子

第31回学術大会開催報告

研修委員会委員長　竹島　浩
同委員・幹事　田村暢章

　日本老年歯科医学会挙げての 2020 年度 Live 研修会も
4 回目（1，2 回目：執行部主催，3 回目：歯科衛生士関
連委員会企画）を迎えました。2020 年 10 月 16日（金）
20:00～21:00 に研修委員会企画として，さまざまなメ
ディアでご活躍中の東京歯科大学市川総合病院呼吸器内
科教授・寺嶋　毅先生をお招きし，司会・潮田高志先生，
座長・田中　彰先生のもと開催されました。「新型コロナ
ウイルス感染症の最新の知見と口腔診療との関わり」と
題し，今もなお猛威を振るっている新型コロナウイルス
（COVID-19）感染症に関してわかっていること（ウイル
スの特徴・感染経路・画像所見等），口腔粘膜細胞には
ACE2 受容体が発現していることや現在の治療と予測さ
れる今後の動向，医療施設・医療従事者としての感染予

防対策について豊富な臨床例をもとにお話ししていただ
きました。本研修会中は310名の出席をいただいており，
現在最も深刻で身近な問題に対する会員の皆様の研修意
欲の表れであると思います。また企画主催の研修委員会
では，各委員の先生方の役割分担やフォローアップも適
切になされ，
おかげさまで
回を増すごと
にスムーズな
進行が図られ
ております。

第9回高齢者医療 臨床研修会開催報告

支部・地域保健医療福祉委員会委員長　平野浩彦

　2020 年 10 月 15 日（木）に，「COVID-19 で語ろう
どう高齢者を支えるのか」をテーマとして支部長会をオ
ンラインで開催しました。8月中旬から9月下旬にかけて，
各都道府県の支部を 6 ブロックに分け，地域版支部長会
をオンラインやメールにて開催し，全国版支部長会には
各ブロックの代表と委員，理事長などが参加しました。
　COVID-19 による在宅・施設への訪問診療や介護予防
事業，各研修会の開催などへの影響と実際の取り組み，
学生教育への対応などについて，各ブロックの代表となっ
た支部長からの報告があり，COVID-19 を切り口にして
みえた地域ごとの高齢者歯科の課題についての情報共有・
意見交換が行われました。
　学会への提言として，高齢者歯科にかかわるガイドラ
インの整備，学会間の連携，社会への情報発信などが挙
げられました。これまで支部長会は学術大会の会場で開

催していましたが，withコロナの今年は，それぞれの職場・
自宅で参加できる新しいスタイルの支部長会となりまし
た。

支部長会開催報告

2020年度各賞受賞者紹介
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among old Japanese」と，猪越正直助教（医科歯科大）
による「Material research regarding root caries in older 
adults」で，どちらも最前線が凝縮された内容で講演後
のライブディスカッションも大盛況でした。

　また，今年は【ECG/JSG Young Researchers’ Session】
という若手の先生方にスポットライトを当てたジョイント
企画があり，グローバルな参加者のなかで日本人の先生
方（Co-Chair：松尾浩一郎国際渉外委員長（藤田医大），
Speaker：鈴木啓之先生（医科歯科大），関本　愉先生（藤
田医大），室谷有紀先生（阪大））も大活躍でした（写真）。
　次 回 の ECG 
C o ng r e s s は
2021 年 4 月 9，
10 日に再びオン
ライン開催予定
です。皆様どうぞ
奮ってご参加くだ
さい！

編集後記 新年，明けましておめでとうございます。令和3
年初刊のニュースレターをお届けいたします。内容はWEB開催で
盛会裏に開催されました第31回大会の報告，本年6月にWEB開催
されます次回第32回大会案内など，新型コロナウイルスに負けな
い本会の活動を掲載しています。会員の皆様，本会活動への積極
的なご協力をいただけましたら幸いです。本年もどうぞよろしくお
願いいたします。 （糸田昌隆）
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第 32 回学術大会は本来，隔年で合同開催される第 32
回日本老年学会の分科会として，2 年前仙台で行われた
合同学会を受け，名古屋で開催する予定でした。しかし，
COVID-19 の拡大が続いているなか，2021 年 6 月の状
況予測が難しく，第 31回学術大会に引き続きWEB開催
となりました。しかし，WEB 開催の利点や改善点を踏ま
え，【WEBだけに，いつでも，「ど・こ・か・ら・で・も」，
そして WEB だけど，「一体感を，そしてインタラクティ
ブに」】を目指し工夫を凝らして参ります。プログラムは
人生 100 年時代に向けて山積した課題にアカデミア・臨
床家・多職種・行政等のワンチームで，「できること」，「や
らなければならないこと」，「できないこと」を整理して，
ロードマップの礎を築くことを目的にした７つのシンポ
ジウムと国際シンポジウムを予定しています。そのほか
に「食のアーティスト・宮沢賢治～本当の食べものを求
めて～」と題した特別講演，英国の老年歯科事情を知る
教 育 講 演「Gerodontology from the UK perspective
（仮）」などを企画しています。そして，「水口理事長とラ
ンチ＆しゃべり場 -ON LINE」という企画も！
忘れてならない点がもう一つ。第 32 回の学術大会は
第 32 回日本老年学会総会の分科会としての機能があり
ます。高齢者に関する医療・ケア・基礎研究にかかわる面々
が一堂に会し，オンラインではありますが多職種・多分
野交流の場となり，参加される皆様にとって意義深い会
になるよう期待します。皆様，奮って第 32 回の学術大
会にご参加くださるようお願い申し上げます。 大会HPへのQRコード
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本紙に掲載されている本会オンライン事業の画像は，本会理事長が撮影を許可した広報委員会によるものです。本会オンライン事業に関するコンテンツの複製，その利用等は，
目的の如何および個人利用を問わず，本会理事長が許可した場合を除き一切禁止しております。

第32回学術大会
「人生100年時代に老年歯科医学ができること」のご案内

大会HPへのQRコード

30th Annual Congress of European College 
of Gerodontology参加報告

追悼 長尾正憲先生
　去る11月 24日，第 2代理事長の東京医科歯科大学名
誉教授 長尾正憲先生がご逝去されました。1991 年には
大会長として第 2 回学術大会を横浜にて開催されました。
先生の本会へのご貢献に感謝し，ご冥福をお祈りいたし
ます。（水口俊介）
（左）理事長在任時のお写真
（右）1997年6月，第8回日本老年歯科医学会にてペターソ
ン先生を囲んで。最前列左から稲葉　繁第3代理事長，久
保田康耶先生，長尾正憲第2代理事長，渡邉郁馬初代理事
長，長尾先生後方，山根源之第4代理事長

岐阜支部共催セミナー「岐阜県 多“食”種連携研究会」
日　時：2021年 4月11日（日）9:30～14:05（予定）
会　場：朝日大学

奈良支部主催セミナー
「高齢者の食支援と低栄養予防」研修会

日　時：2021年 6月6日（日）10:00～12:00（WEB開催）
★詳細は学会ホームページでご確認ください。

若手セッションの様子

長尾先生理事長在任時の学会の沿革

2020年
12月18日
理事会にて

支部セミナーのご案内
2021年もどうぞよろしくお願い申し上げます！

追悼 長尾正憲先生


